








要旨:当科の症例で、最近の免疫グロブリン(IG)療法時代の急性期及び 30 病日(後遺症判

定日) の冠動脈障害(冠動脈拡大と瘤)発生率を、非選択的にアスピリン療法を受けた以前

の症例のそれと比較した。今回の検討では、  IG 療法時代の急性期冠動脈障害発生率は

あまり減少していなかったが、内径 4mm 以上の冠動脈瘤発生率は大きく減少しており、冠

動脈瘤内径の減少も著明であった。30 病日では冠動脈障害発生率を含めてその差がより

明確になり、 IG 療法の有用性が認められた。また、IG 療法の適応決定に使用される原田

のスコアの有用性も認められた。


